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多重検出器型 ICP質量分析計によるホウ素同位体比測定の検討
Measurement of stable boron isotopic composition by MC-ICP-MS
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ホウ素（Boron：B）には，10Bと 11Bの 2つの安定同位体が存在し，その存在比はそれぞれ約 19%と 81%である。これ
ら安定同位体の質量数の差は約 10%と大きく，同位体効果も大きいことが知られているため，非常に有用なトレーサー
になることが期待されている。従来，ホウ素の安定同位体比（11B/10B）は，表面電離型質量分析計（TIMS）によって測
定がなされてきた。近年では，分析機器や技術などの向上に伴い，多重検出器型 ICP質量分析計（MC-ICP-MS）を用い
ることで，低濃度サンプルに対してもより簡便にその同位体比を測定できるようになってきた。しかしながら，現状で
分析方法に関する文献も出されていることから，まだ一般的に広く普及した手法であるとは言えない。そこで本研究で
は，標準物質（NIST SRM 951）を用いて，MC-ICP-MSによるホウ素同位体測定について検討を行った。特に，測定サ
ンプル濃度や測定時間等，分析条件の最適化を試みた。
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